
取組事例 東京理科大学と連携したまちづくり
（長万部町）

長万部町では、東京理科大学と連携し、大学の研究成果や技術、人的資源や知的資源を「まちの施策」
に活かし、産・学・官が連携した取組を一層進めることにより、地方創生を図ることとしている。
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産・学・官の連携による事業展開

・町・民間企業・東京理科大学が連携
した事業コンソーシアムを設立
・「先進的アグリビジネス事業」（再
生可能エネルギーと大学の研究成果
を活用）を展開
・植物工場を整備し実証研究(H29～)

※H29地方創生推進交付金活用

人材育成や学術文化交流での連携強化

関連数値目標・ＫＰＩ

東京理科大学長万部キャンパス

主な取組事例

アグリビジネス
での量産

－ － １００アール
４トン

－

学習支援活動等
への参加者数

１００ ９６ ２００ ４８．０

取組の推進体制

○基礎工学部では最初の１年間、大自然に囲まれた北海

道・長万部で全寮生活を送る。

○自然を通して豊かな社会性と強調性を育む。

○小中高生への学習支援の実施
・東京理科大学の教授等が「英会話
教室」や「数学教室」を実施

東京理科大学が立地する葛飾区との交流促進

・大学の本部キャンパスがある東京
都葛飾区が開催する「葛飾区産業
フェア」や葛飾キャンパスで開催
される「ホームカミングデー」に
参画

○各種シンポジウムの開催
・東京理科大学の研究成果を発表す
るシンポジウムの開催

H29年度は、第31期生315名
が長万部で生活。

東京理科大学と地方創生を目指した教育、研究、社会貢献活
動など様々な分野で包括的に連携する協定を締結（H27年度）

葛飾区との
交流事業の実施

－ ２
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２
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